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　新入園児 １名、在園児 ６名の計７名が元気に来てくれ
ました。春休み明けで久しぶりにお友達と会えて、嬉し
そうでした。未満児の子たちは以上児となり、「『お当番』
のしごとができる‼」とわくわくしていました。
　式中は緊張した表情でしたが、自分の名前が呼ばれた
ときは、大きな声で手を挙げてお返事することができて
いました。去年は恥ずかしがっていた子も、見違えるよう
な成長を感じました。
　平谷村の自然を活かし、地域の方々との繋がりを大切
にして過ごしていきたいと思います。今年も平谷村保育所
をよろしくお願いいたします。

令和８年度入園式を行いました
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令和８年５月号

№173
平谷村の人口と世帯（令和８年４月１日現在）
人　口 365人　男 176人　女 189人
世帯数 188世帯
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令和８年度 当初予算
一般会計　10億3,900万円

　令和８年度一般会計、特別４会計及び公営企業会計２会計当初予算は３月５日村議会定例会に上程され、３月 19 日可決されまし
た。令和８年度予算編成の方針として、平谷村第６次総合計画・総合戦略、平谷村過疎地域持続発展計画等に基づき、村民の皆さん
と共にあらゆる団体が参画し、地域が一つとなって村づくりを着実に進めて行くことを主眼として、特に次の４点について、重点事
業としています。
　○村民のニーズ、視点に立ち、真に必要な事業を重点的に実施する。
　○行財政のスリム化と経費節減等による、安定した財政運営。
　○平谷村第６次総合計画・総合戦略、平谷村過疎地域持続発展計画を基本として着実かつ効率的な実施。
　○住民負担の公平性に努める。

　令和８年度一般会計予算は、歳入歳出それぞれ1,039,000千円で前年度より99,000千円（△8.7%）
の減額となりました。

地方譲与税等
26,404千円　2.4％ 地方譲与税 13,529千円

利子割交付金 8千円
配当割交付金 144千円
株式等譲渡所得割交付金 225千円
法人事業税交付金 655千円
地方消費税交付金 7,406千円
ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金 2,365千円
地方特例交付金 2,072千円
自動車取得税交付金…当分の間廃止

村民税 16,715千円
固定資産税 49,840千円
軽自動車税 1,657千円
たばこ税 1,246千円
入湯税 7,000千円

分担金及び負担金 10千円
使用料及び手数料 17,562千円
財産収入 579千円
寄付金 2,110千円
繰入金 178,614千円
繰越金 30,000千円
諸収入 34,291千円

県支出金
23,084千円
2.2％

依
存

財源
自主財源

依
存

財源
自主財源

歳　入
1,039,000千円

村債
31,700千円　3.0％

村税
76,458千円
7.4％

その他自主財源
263,166千円
25.4％

その他自主財源
263,166千円
25.4％

村税
76,458千円
7.4％

地方交付税
560,000千円
53.9％

地方交付税
560,000千円
53.9％

国庫支出金
58,188千円
5.6％

国庫支出金
58,188千円
5.6％

339,624千円
32.8％

339,624千円
32.8％

699,376千円
67.1％

699,376千円
67.1％

　歳入では、村税・使用料・諸収入等の自主財源は、339,624 千円（総額の 32.7%）で、うち村税が 76,458
千円（7.4%）、繰入金 178,614 千円（17.2％）、諸収入が 34,291 千円（3.3％）などとなっています。
　一方、地方交付税や国・県の補助金などの依存財源は、699,376 千円（総額の 67.3%）であり、うち地方交付

歳入
税が 560,000 千円（53.9%）、国県支出金 81,272 千円（7.8%）、村債 31,700 千円（3.0％）などとなっています。

　主な事業は左記のとおりです。

　歳出では、目的別に見ると、総務費 245,641 千円（23.6%）、衛生費 186,935 千円（18.0%）、教育費
155,988 千円（15.0％）、次いで農林水産業費、民生費、公債費、土木費の順となっています。
　このうち、教育費は前年比 13.8％増となっています。これは、令和７年度より子育てから教育までの支援につい

歳出
て教育委員会にて事務を集約したことにより（12,401 千円）の増額によるものです。土木費は前年比 55.4％減となっています。こ
れは、道路メンテナンス事業柳橋補修工事（30,000 千円）の減、ふれあいセンター除却工事（70,000 千円）の減額によるものです。
　公債費は前年比 14.4％の減となっています。これは公有林整備債と臨時財政対策債の減少によるものです。
　次に性質別では、人件費 242,946 千円 (23.4％ )、物件費 221,989 千円 (21.4%)、補助費費 215,691 千円 (20.7%)、
繰出金 165,993 千円 (16.0%)、公債費 77,903 千円 (7.5%) などとなっています。
　このうち、物件費は村内全橋梁点検事業の実施により、前年比 13.2％の増となっています。また、普通建設事業費はふれあいセ
ンター除却工事の減額等により前年比 70.2％の減となっています。
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事　業　名 事 業 の 概 要 事業費（千円）

子
育
て
・
教
育

学校給食費補助事業 小学校及び保育園児の給食費全額無償化 3,527
福祉医療費給付事業 乳幼児から高校生まで受給者負担無料 60

学校講師活用事業
複式授業、総合学習等の授業魅力化、村でしかたできない教育のための村費講師 2 名と学校支援員 1 名を配置する。（電
源立地地域対策交付金活用事業：電源立地地域対策交付金とは、発電施設の設置及び運転の円滑化を図るため、発電用
施設の周辺地域における公共用施設の整備や地域住民の福祉向上のための事業に交付されます。）

15,635

ひらひら平谷運営事業 ひらひら平谷の維持管理、教育の魅力化、親子留学、移住定住事業、大学生交流事業等を実施する。 5,379
地域おこし協力（教育関係）
（継続 2 名、新規 1 名）

・ひらひら平谷の管理運営及び子どもの自主性、社会性を高めるための活動。
・学校との連携（子どもの居場所事業、コミュニティスクール地域連携、中間教室）、その他学校教育補助 22,679

地域おこし協力隊
（保育所関係）（継続 2 名） 平谷でしかできない新しい保育運営に向けた活動の実施。 8,685

高
齢
者
・
そ
の
他
健
康
福
祉

デイサービスセンター等
維持管理・事業委託他

◎介護保険事業　2,800 千円　◎地域福祉事業等　3,270 千円　ミニデイサービス事業、地域住民グループ支援事業、
見守りサービス事業、敬老会等　◎管理事業　7,918 千円　デイサービスセンター管理、運営等 15,110

見守りサービス事業 独居世帯・高齢者世帯において、スマートスピーカーを活用した見守りサービスを実施する。 750

健康長寿応援事業 75 歳以上の者に敬老祝い金（2,000 円）及び高齢者の健康長寿と村内企業を応援し、村の活性化を目的として、プ
レミアム商品券 1 人 3,000 円を支給する。 230

保健事業
・後期高齢者検診全額補助、がん検診補助、歯科検診、妊婦・乳児検診、その他検診等補助
・インフルエンザワクチン接種補助、新型コロナワクチン接種、帯状疱疹ワクチン接種
・健診結果説明会、リハビリ専門職による保健指導　・妊婦支援給付交付金

5,673

産
業
活
性
化

野生鳥獣被害対策事業 ニホンザル 10 頭、小動物 60 頭、カラス 10 羽、アライグマ 10 頭、ハクビシン 10 頭、アナグマ 10 頭、ニホン
ジカ 160 頭、イノシシ 30 頭の駆除及び熊の放獣報償金 5,224

森林経営管理制度事業
（森林環境譲与税） 経営管理権取得箇所巡視、予備調査、意向調査事業、森林経営管理事業 12,166

地域おこし協力隊事業
（農林観光関係）（継続 4 名） 農林観光事業を推進するため地域おこし協力隊 26,425

地域経済活性化促進事業 プレミアム付き共通商品券発行事業　村民・商工会事業所への生活・経営支援：2,000 円（20％特典）を補助 3,750

ものづくり産業等 
支援事業

Ⅰ．雇用・担い手支援　　　1 名分　1,500 千円
　　・・・給付金 150 万円以内 / 年【期間 3 年間】　職員雇用型（新規就業）
Ⅱ．人材育成支援　　600 千円
　　・・・費用の 8 割補助：30 万円以内　職員雇用型（研修・資格取得）、担い手型（研修・資格取得）
Ⅲ．ものづくり支援　　5,000 千円
・・・補助金上限 500 万円、補助率 1/2　新分野進出・規模拡大

7,100

温泉施設管理事業 ひまわりの湯　ひまわりの館客室及び宴会場畳替え、ひまわりの館レストラン調理場機器更新費 3,520
スキー場施設管理事業 第２リフトの鋼索交換、第１リフトの制動装置整備 11,550
ひまわりの湯温水プール

運営業委託補助金 温水プール運営に係る維持管理費の増額に伴う赤字運営を補填し、村民の健康増進・生徒の体力向上のための補助金 6,000

生
活
環
境

デジタル基盤整備（ＤＸ）事業

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（R3.5 施行）に基づき、自治体情報システムについて、維持管理や
制度改正対応等に係る人的・財政的負担の軽減、地域の実情に即した住民サービスの向上 、新たな行政サービスの迅
速な全国展開等の実現のため、戸籍・住基・子育て・介護関係の 21 務及び地方税申告及び申請を、標準準拠システ
ムへの移行をする。
令和７年度までに国保・健康管理・住基・印鑑・選挙・年金・子ども３業務
令和８年度に戸籍・税４業務・収納・滞納・障がい・介護・後期の１０業務を移行する。

49,588

物価高騰対応商品券
配布事業

食料品の価格高騰と消費下支えを通じた生活者支援として、村民１人に３万円の消費券を配布し、食料品や灯油・ガス
等の物価高騰に対する支援を行う。 11,540

物価高騰対応水道基本料金
減免事業 物価高騰と消費下支え等を通じた生活者支援として、水道基本料金を１年間減免し物価高騰に対する支援を行う。 5,444

村道修繕事業・維持管理事業 村道の草刈・側溝整備委託料、除雪、村道 7 号（カントリー）舗装修繕、村道道路陥没箇所舗装修繕工事 15,520
橋梁補修事業 道路メンテナンス事業（国庫補助）　村道橋梁点検事業　35 橋 15,000

空き家対策総合支援事業 空き家住宅改修工事（２棟）【空き家対策総合支援事業】　
　改修工事設計監督業務委託料　2,000 千円　空き家住宅改修工事　16,000 千円 18,000

地
域

集落支援員事業
（継続 1 名、新規 1 名） 集落の点検・あり方検討、移住・交流、農山村親子留学、農村教育交流、地域活動補助 10,326

公
営
企
業

簡易水道事業 ８年に一度のメータ更新（令和 6 年度より順次実施）　令和８年度：中平・中町・温泉施設等大口径実施　5,962 千円
起畑浄水場　２系循環ポンプ・逆洗ポンプ更新工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,960 千円 9,922

農業集落排水事業 汚水処理場修繕事業　破砕機オーバーホール　1,650 千円
水中ポンプ修繕事業　汚水用水中ポンプ更新工事　902 千円 2,552

令
和
８
年
度 

主
な
事
業
概
要

目的別

予備費　5,000千円　0.5％
諸支出金　10,000千円　1.0％

教育費
155,988千円
15.0％

教育費
155,988千円
15.0％

議会費
22,307千円　2.1％

商工費
60,265千円
5.8％

商工費
60,265千円
5.8％

消防費
27,383千円
2.6％

予備費
5,000千円　0.5％

積立金
10,082千円
1.0％

扶助費　15,763千円　1.5％

維持補修費
27,918千円　2.7％

土木費
66,296千円
6.4％

土木費
66,296千円
6.4％

性質別

総務費
245,641千円
23.6％

総務費
245,641千円
23.6％

民生費
87,010千円
8.4％

民生費
87,010千円
8.4％

衛生費
186,935千円
18.0％

衛生費
186,935千円
18.0％農林水産業費

94,272千円
9.1％

農林水産業費
94,272千円
9.1％

公債費
77,903千円
7.5％

公債費
77,903千円
7.5％

人件費
242,946千円
23.4％

補助費
215,691千円
20.7％

人件費
242,946千円
23.4％

物件費
221,989千円
21.4％

物件費
221,989千円
21.4％補助費

215,691千円
20.7％

普通建設事業費
55,715千円
5.3％

普通建設事業費
55,715千円
5.3％

公債費
77,903千円
7.5％

公債費
77,903千円
7.5％

繰出金
165,993千円
16.0％

繰出金
165,993千円
16.0％

うち職員給
109,489千円
10.5％

うち職員給
109,489千円
10.5％
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令和８年 第１回臨時議会（２月）

議 会 だ よ り議 会 だ よ り

　令和８年第１回臨時議会が２月 24 日に開催されました。本臨時議会は、下記の
専決処分案件３件の議案が審議され、すべて原案どおり可決されました。

　特別 4 会計合わせた総額は、歳入歳出それぞれ 1,221,400 千円で前年比 104,700 千円（7.9％）の減額となりま
した。また、水道事業（簡易水道）及び下水道（農業集落排水）は令和 6 年度より公営企業会計に移行いたしました。

議案番号等 件　　　名 議決月日

議案第1号 専決処分事項の承認を求めることについて
（専決第 4 号　令和７年度平谷村一般会計補正予算（第５号）） 2月24日

議案第2号 専決処分事項の承認を求めることについて
（専決第 5 号　平谷村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて） 2月24日

議案第3号 専決処分事項の承認を求めることについて
（専決第 1 号　令和７年度平谷村一般会計補正予算（第６号）） 2月24日

会　計　名 8 年度 7 年度 増減額 増減率

一　般　会　計 1,039,000 1,138,000 △ 99,000 △ 8.7

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 65,000 74,000 △ 9,000 △ 12.2

後期高齢者医療特別会計 8,700 9,100 △ 400 △ 4.4

国保直営診療所特別会計 25,700 26,700 △ 1,000 △ 3.7

介護保険特別会計 83,000 78,300 4,700 6.0

特別会計　合計 182,400 188,100 △ 5,700 △ 3.0

合　　　計 1,221,400 1,326,100 △ 104,700 △ 7.9

（単位 : 千円、％）

会　計　名 8 年度 7 年度 増減額 増減率

水
道
事
業
会
計

収益的収入 56,870 59,087 △ 2,217 △ 3.8

収益的支出 57,702 57,551 151 0.3

資本的収入 80,478 74,581 5,897 7.9

資本的支出 81,526 76,117 5,409 7.1

（単位 : 千円、％）

会　計　名 8 年度 7 年度 増減額 増減率

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入 34,041 35,902 △ 1,861 △ 5.2

収益的支出 34,860 34,477 383 1.1

資本的収入 6,978 6,498 480 7.4

資本的支出 8,409 7,923 486 6.1

（単位 : 千円、％）
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一
般
質
問　

答
弁

一
般
質
問　

答
弁

▽
小
池
一
広
　
議
員

　「
公
営
住
宅
の
払
下
げ
に
つ
い

て
」

●
小
池　
６
番
、小
池
で
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
日
は
、公
営
住
宅
の
払
い
下

げ
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。30
年

前
、宮
澤
村
長
さ
ん
の
時
代
、古

い
話
で
、大
変
申
し
な
い
こ
と
な

ん
で
す
が
、上
の
平
、西
町
の
住

宅
団
地
に
つ
い
て
、建
設
当
時
の

永
住
・
定
住
目
的
に
、当
初
ま
だ

入
居
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、例
え

ば
の
話
で
し
た
が
、評
価
額
か
ら

払
っ
た
家
賃
を
差
し
引
い
た
金
額

で
払
い
下
げ
る
と
い
う
よ
う
な
、

内
容
は
と
も
か
く
、い
ず
れ
払
い

下
げ
を
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た

わ
け
で
す
。こ
れ
で
、可
能
で
あ

れ
ば
払
い
下
げ
を
し
て
や
れ
ば
、

村
の
維
持
費
も
な
く
な
る
の
で
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、未
だ
に
払
い
下
げ
が
で
き
な

い
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
何
か
で

き
な
い
理
由
が
あ
る
ん
で
は
な
い

か
と
、私
も
そ
う
考
え
て
お
り
ま

す
。そ
れ
で
、一
番
の
問
題
は
、そ

議案番号等 件　　　名 議決月日
議案第 4 号 平谷村乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 3 月 19 日

議案第 5 号 平谷村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 3 月 19 日

議案第 6 号 平谷村介護保険条例の一部を改正する条例について 3 月 19 日

議案第 7 号 村道路線の認定について 3 月 19 日

議案第 8 号 令和７年度平谷村一般会計補正予算（第７号） 3 月 19 日

議案第 9 号 令和７年度平谷村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 3 月 19 日

議案第 10 号 令和７年度平谷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 3 月 19 日

議案第 11 号 令和７年度平谷村国保直営診療所特別会計補正予算（第２号） 3 月 19 日

議案第 12 号 令和７年度平谷村介護保険特別会計補正予算（第５号） 3 月 19 日

議案第 13 号 令和８年度平谷村一般会計予算 3 月 19 日

議案第 14 号 令和８年度平谷村国民健康保険特別会計予算 3 月 19 日

議案第 15 号 令和８年度平谷村後期高齢者医療特別会計予算 3 月 19 日

議案第 16 号 令和８年度平谷村国保直営診療所特別会計予算 3 月 19 日

議案第 17 号 令和８年度平谷村介護保険特別会計予算 3 月 19 日

議案第 18 号 令和８年度平谷村簡易水道事業会計予算 3 月 19 日

議案第 19 号 令和８年度平谷村農業集落排水事業会計予算 3 月 19 日

議案第 20 号 平谷村過疎地域持続的発展計画の策定について 3 月 19 日

報告第 1 号 平谷村第６次総合計画・総合戦略の策定について —

議案第 21 号 平谷村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 3 月 19 日

議案第 22 号 平谷村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 3 月 19 日

議案第 23 号 平谷村教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 3 月 19 日

議案第 24 号 平谷村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 3 月 19 日

令和８年 第１回定例議会（３月）
　令和８年第１回定例議会は、３月５日から 19 日までの 15 日間の会期で開催されました。
本定例議会は、下記の議案について審議され、すべて原案どおり可決されました。

の
当
事
者
た
ち
に
そ
の
後
そ
の
話

が
一
切
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
、払
い
下
げ
が
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
ど
う
し
て
で
き
な

い
の
か
、そ
ん
な
説
明
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

○
村
長　
た
だ
い
ま
、小
池
一
広

議
員
の
質
問
に
つ
い
て
回
答
い
た

し
ま
す
。現
在
、平
谷
村
の
公
営

住
宅
は
上
ノ
平
に
９
軒
、西
町
に

平
屋
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
４
軒

と
、長
屋
形
式
の
住
宅
が
１
棟
４

軒
、平
松
に
６
軒
、中
平
に
２
軒
、

合
計
21
軒
と
１
棟
あ
り
ま
す
。そ

の
う
ち
平
成
４
年
度
に
建
設
し
て

い
た
中
平
の
公
営
住
宅
２
軒
に
つ

い
て
は
、地
権
者
へ
の
敷
地
の
返

却
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、令
和

10
年
度
ま
で
に
取
り
壊
す
こ
と
で

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、経
過
年
数

か
ら
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
修
繕
が
毎

年
必
要
と
な
っ
て
お
り
、令
和
８

年
度
に
は
平
松
住
宅
６
軒
の
外
壁

の
修
繕
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。ま
た
、上
ノ
平
住
宅
で
は
、そ

の
大
半
の
敷
地
が
私
有
地
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。公
営
住
宅
の
耐
用

年
数
は
30
年
で
、平
成
５
年
度
か
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温
泉
施
設
あ
る
い
は
プ
ー
ル
、産

直
市
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
備
わ

り
、隣
接
し
て
い
る
宿
泊
施
設
が

存
在
し
て
お
り
ま
す
。道
の
駅
に

隣
接
し
て
い
る
景
観
が
良
く
水
の

き
れ
い
な
上
村
川
が
流
れ
て
お

り
、魅
力
的
な
地
域
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。し
か
し
、護
岸
の
草
の

繁
茂
や
水
辺
に
近
づ
け
る
岸
か
ら

川
も
見
づ
ら
く
、ま
た
、宿
泊
施

設
等
の
情
報
発
信
が
少
な
い
こ
と

が
現
状
と
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、地
域
戦
略
型
公
共
事
業
の

一
環
と
し
て
、複
数
の
組
織
に
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
域
の
魅
力
を
高

め
る
た
め
に
魅
力
的
な
地
域
と
い

う
テ
ー
マ
の
下
に
、地
域
の
課
題

を
訪
れ
た
く
な
る
地
域
に
な
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
等
、様
々
な
意
見

を
集
約
し
て
お
り
ま
す
。

　

飯
田
建
設
事
務
所
で
は
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
と
も
に
、

親
水
護
岸
、あ
る
い
は
遊
歩
道
の

設
計
を
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
開
始

い
た
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、今
後

は
河
川
改
修
を
行
う
際
に
必
要
な

矢
作
川
河
川
整
備
計
画
の
作
成
及

び
申
請
に
は
、３
年
か
ら
４
年
か

か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、ま
た
、事

業
に
よ
っ
て
は
「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
と
い
う
市
町
村
主
体
の

事
業
に
移
行
を
行
っ
て
い
く
予
定

も
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
も
ち
ろ
ん
、議
員
の
皆
さ
ん
に

も
随
時
共
有
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
、あ
わ
せ
て
河
川
整
備

の
た
め
、上
村
川
の
草
刈
り
作
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
議

員
全
員
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。本
年
も
環
境
整
備
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、御
協
力
の
ほ
う
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
河
川
の

整
備
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、村

の
予
算
で
は
な
か
な
か
厳
し
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。国
・
県
の
経

費
で
河
川
の
付
加
価
値
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
事
業
を
、国
・

県
に
も
、村
と
一
緒
に
共
有
し
な

が
ら
、や
っ
て
い
き
た
い
な
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
、山
里
の
風
景
を
高
め
る

た
め
に
、知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、

ど
う
い
っ
た
結
果
が
い
い
の
か
、

皆
さ
ん
方
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

業
に
よ
り
河
川
の
河
床
整
理
、あ

る
い
は
支
障
木
除
去
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
は
毎
年
、

長
野
県
建
設
部
長
や
飯
田
建
設
事

務
所
に
要
望
し
て
い
る
河
川
整
備

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
も
の
に
な
り
ま
す
。ま
た
、既

に
着
手
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、消
防
署
裏
の
平
谷
川
に
つ
い

て
も
、河
床
整
理
や
溜
ま
っ
た
土

の
除
去
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。陳

情
等
の
際
に
は
、正
副
議
長
あ
る

い
は
産
業
建
設
委
員
長
に
も
御
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
河
川
整
備
の
予
定
で
す

け
れ
ど
も
、令
和
６
年
よ
り
長
野

県
の
地
域
戦
略
推
進
型
公
共
事
業

を
導
入
し
、河
川
管
理
者
で
あ
る

飯
田
建
設
事
務
所
を
は
じ
め
、整

備
課
の
皆
さ
ん
、飯
田
国
道
事
務

所
、あ
る
い
は
飯
田
維
持
出
張
所

長
、南
信
州
地
域
振
興
局
リ
ニ
ア

活
用
企
画
振
興
課
長
、地
元
か
ら

は
中
平
自
治
会
長
、商
工
会
の
正

副
会
長
、そ
の
他
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

計
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
て
お
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
信
州
平
谷
」
に
は
、

▽
齋
藤
政
俊
　
議
員

　「
里
山
整
備
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
」

●
齋
藤　
２
番
、齋
藤
政
俊
で
す
。

　

今
日
は
、里
山
の
整
備
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
、村
長
に
お
伺
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。現
在
、見

て
お
り
ま
す
と
、柳
川
沿
い
の
河

川
整
備
工
事
が
行
わ
れ
て
一
段
落

し
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、こ
れ

は
単
に
、農
地
周
辺
の
観
光
整
備

に
と
ど
ま
ら
ず
、道
の
駅
周
辺
の

観
光
推
進
に
も
大
変
効
果
が
あ
る

事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、

一
年
で
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
け

れ
ど
も
、今
後
の
事
業
計
画
等
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
伺
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
、こ
の
事
業
に
つ

い
て
は
、も
う
少
し
予
算
が
つ
い

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
個
人

的
に
は
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で

し
ょ
う
か
。お
願
い
し
ま
す
。

○
村
長　
た
だ
い
ま
、齋
藤
議
員

の
質
問
に
つ
い
て
、ご
回
答
い
た

し
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
の
湯
裏
か
ら
商
工
会

の
裏
に
か
け
て
の
間
の
上
村
川
の

河
川
整
備
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、３
月
５
日
か
ら
１
週

間
、飯
田
建
設
事
務
所
に
河
川
事

ら
平
成
７
年
度
に
か
け
て
建
設
さ

れ
た
上
ノ
平
の
公
営
住
宅
９
軒
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

村
と
し
ま
し
て
も
、入
居
者
へ

の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
、飯
田
建

設
事
務
所
住
宅
課
と
も
協
議
し
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、公
営
住
宅

法
で
は
耐
用
年
限
を
超
え
た
住

宅
で
も
、そ
の
用
途
の
廃
止
に
当

た
っ
て
、災
害
等
の
特
別
な
事
情

の
と
き
、国
土
交
通
大
臣
の
認
証

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。今

後
、住
宅
施
設
の
払
い
下
げ
に
つ

い
て
、敷
地
や
価
格
、国
土
交
通

省
と
の
認
可
の
件
も
含
め
て
、住

宅
建
設
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、平
谷
の
土
地
93
％
が
山

林
、残
り
7
％
が
水
田
、畑
、あ
る

い
は
住
宅
地
で
あ
り
、今
後
、標

高
の
高
い
土
地
の
需
要
が
必
要
と

さ
れ
る
場
面
が
訪
れ
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。村
の
土
地

の
有
効
的
な
施
策
と
し
て
、払
い

下
げ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
は
慎
重
に
考
え

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。以
上
で
す
。
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▽
西
川
　
範
明
　
議
員

　「
観
光
に
つ
い
て
」

●
西
川　
７
番
、西
川
で
す
。

　

平
谷
村
観
光
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。観
光
立
村
で
あ
る
平
谷
村
に

お
い
て
は
、平
谷
高
原
ス
キ
ー
場

と
ひ
ま
わ
り
温
泉
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。こ
の
２
つ

の
社
員
と
パ
ー
ト
を
足
し
て
も
54

人
と
い
う
村
に
と
っ
て
、と
て
も

大
き
な
雇
用
の
場
所
で
す
。し
か

し
、ス
キ
ー
場
は
出
来
て
40
年
、

温
泉
は
で
き
て
30
年
を
経
過
し
、

施
設
は
大
変
古
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ
の
た
め
の
経
費
も
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

共
に
平
谷
に
と
っ
て
と
て
も
重
要

な
施
設
で
す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て

守
っ
て
い
く
か
、村
長
の
構
想
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

○
村
長　
た
だ
い
ま
西
川
範
明
議

員
よ
り
、質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、御
回
答
を
い
た
し
ま
す
。

　

平
谷
高
原
ス
キ
ー
場
、信
州
平

谷
温
泉
ひ
ま
わ
り
の
湯
は
、共
に

平
谷
村
の
重
要
な
、そ
し
て
唯
一

の
観
光
拠
点
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。さ
ら
に
、住
民
に
と
っ

て
は
大
切
な
雇
用
の
場
と
し
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

西
川
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
毎
年

維
持
修
繕
費
に
多
額
な
経
費
を
用

し
て
お
り
、令
和
７
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、平
谷
温
泉
は
ホ
テ
ル

の
エ
ア
コ
ン
修
繕
費
な
ど
で
１
，

１
０
０
万
円
余
り
、ス
キ
ー
場
施

設
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
屋
根
修
繕
費

な
ど
で
１
，６
０
０
万
円
余
り
の

工
事
費
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

７
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、温

泉
財
政
調
整
基
金
１
，６
０
０
万

円
、ス
キ
ー
場
財
政
基
金
は
５
，

３
０
０
万
円
。
ひ
ま
わ
り
の
湯

で
は
、昨
年
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、維
持
修
繕
費
に
は
毎
年
大

き
く
財
源
が
割
か
れ
、大
幅
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
と
思
い
切
っ
た

策
が
取
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。昨
年
６
月
よ
り
新
し
い
支
配

人
を
迎
え
、長
く
名
古
屋
の
ホ
テ

ル
経
営
に
関
わ
っ
て
き
た
見
識
を

生
か
し
、内
湯
や
け
い
し
ょ
う
館
、

食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ス
キ
ー
場
で
は
、昨
シ
ー
ズ
ン

は
雪
に
恵
ま
れ
好
調
で
し
た
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
降
雨
・
雨
天
に
悩

ま
さ
れ
、全
面
滑
走
可
能
は
１
月

10
日
ま
で
ず
れ
込
み
ま
し
た
。
１

月
、２
月
の
売
り
上
げ
は
、例
年

並
み
に
は
確
保
で
き
ま
し
た
け
れ

ど
も
、３
月
も
春
の
訪
れ
が
早
す

ぎ
、３
月
15
日
に
ク
ロ
ー
ズ
と
な

り
ま
し
た
。以
上
の
よ
う
に
、現

在
の
と
こ
ろ
明
る
い
材
料
は
少
な

い
状
況
で
す
け
れ
ど
も
、ス
キ
ー

場
、温
泉
と
も
に
同
村
の
観
光
の
、

ま
た
地
域
産
業
の
中
核
を
担
う
企

業
で
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
、維
持
し
て
い
く
だ

け
で
も
多
額
な
修
繕
費
が
見
込
ま

れ
、大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、ま
ず
は
健
全
経
営

を
務
め
、ま
た
計
画
的
な
維
持
修

繕
を
行
い
、こ
の
先
長
く
存
続
で

き
る
よ
う
、ま
た
皆
さ
ん
の
御
意

見
も
入
れ
つ
つ
、お
力
添
え
を
お

願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。経
営
が
長
く
続
く
、あ
る
い

は
持
続
可
能
な
会
社
に
し
て
い
く

た
め
に
、ま
た
こ
れ
か
ら
も
考
え

続
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
の
建
物
、30
年
あ

る
い
は
40
年
と
い
う
年
月
が
経
過

し
て
お
り
ま
す
。今
ま
で
の
昭
和
、

あ
る
い
は
平
成
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、こ
れ
か
ら
は
令
和
に
ふ
さ
わ

し
い
両
会
社
の
補
助
金
に
当
て
は

ま
る
制
度
を
、今
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
、こ
の
両
会

社
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、あ
る
い
は
持
続
可
能
な
会
社

に
し
て
い
く
た
め
、ま
た
お
知
恵
、

あ
る
い
は
ア
イ
デ
ア
等
を
皆
さ
ん

方
と
と
も
に
、前
へ
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。御
協

力
御
支
援
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、

川
上
明
利
議
員
が
多
年
に
わ
た
る

議
員
活
動
の
功
績
に
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

３
／
16
（
月
）

　

平
谷
小
学
校
卒
業
式
（
議
長
・

副
議
長
・
総
務
委
員
長 

出
席
）

２
／
２
（
月
）

　

飯
伊
市
町
村
議
会
議
員
研
修
会

２
／
９
（
月
）

　

県
議
長
会
役
員
会
（
議
長 

出

席
）

２
／
10
（
火
）

　

地
方
創
生
有
識
者
会
議（
議
長
・

副
議
長
・
総
務
委
員
長
・
産
建
委

員
長 

出
席
）

２
／
18
（
水
）

　

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
（
議
長 

出
席
）

３
／
４
（
水
）

　

西
部
衛
生
議
会
（
議
長
・
副
議

長 
出
席
）

議
会
の
主
な
活
動

議
会
の
主
な
活
動

（
２
月
～
３
月
）

（
２
月
～
３
月
）

全
国
町
村
議
会

　
　
議
長
会
表
彰
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奨

学

制

度

阿智中学校
通学補助金

対　象…阿智中学校へ在学中の子を有する村民

補助金…月額 9,000 円（給食費分 7,000 円　通学費分 2,000 円）

阿智中学校等入学祝い品支給…通学鞄 1 個（8,500 円相当）

高 校 進 学
補 助 金

対　象…高校へ在学中の子を有する村民

補助金…①阿智高校 ……………………… 月額 7,000 円
　　　　②飯田市及びその周辺の高校 … 月額 12,000 円
　　　　③上記以外の高校 ……………… 月額 5,000 円

奨 学 金
貸 付 制 度

対　象…�高校、大学、短大又はこれに準ずる学園等に在学する村民に無利子で貸付を行う

条　件…①学業成績が極めて優秀であること
　　　　②他の制度による奨学資金等を受けていないこと
　　　　③全日制の学生であること
　　　　④技能等の修得を目的とする者は村長が推薦した者とする

貸付額…高校 … 月額 2 万円　　大学、短大等 … 月額 3 万円以内　　貸付期間…在学期間中

返　還…�卒業、又は貸付の決定の取消し事由の生じた日の属する月の翌月から起算して 12 ヶ月を経過した
後から、貸付を受けた月数を通算した期間の２倍に相当する期間以内に年賦の均等払い方式により、
貸付を受けた奨学金を返還する。但し、全額又は一部を一時に返還することもできる。

定

住

対

策

制

度

就労奨励金
対　象…�村民の子又は孫で、中学・高校・大学・専門学校等を卒業と同時に村に在住し、村内企業又は自

営業及び村外企業等に引き続き６ヶ月以上就労及び通勤した方

奨励金…１人につき 10 万円

家 屋 新 築
補 助 金

対　象…��村民の方で、村内に住宅を新築する 50 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る

補助金…100㎡以上 100 万円

家 屋 増 築
補 助 金

対　象…�村民の方で、村内の住宅を増築する 60 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る

補助金…20㎡以上 25 万円

空き家取得
改 修 費 等
補 助 金

対　象…�村民の方で、村内の住宅を増築する 60 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る

補助金…経費の 1/2、限度額 50 万円

▽空き家取得改修費等の対象となる建物及び経費
　（対象となる建物）　取得が原則であるが、賃借契約（5 年以上）の場合も可とする
　　　　　　　　　　誰も住んでいない一戸建て住宅（不動産貸付目的で建てられたものは除く）
　　　　　　　　　　店舗や事務所等を併用する住宅については、居住部分の用に供する部分のみとする
　（対象となる経費）　空き家の取得費及び改修に係る費用（内装、屋根、外壁等の生活するための改修など）
　　　　　　　　　　給排水設備工事に係る費用（但し、農業集落排水加入金は除く）
　　　　　　　　　　家財道具の引越し費用（引越し業者に支払うもの）

少
子
化
対
策
制
度

学 校・ 保 育 所
給 食 費 補 助 金

対　象…平谷小学校及び平谷村保育所に通学、通所する子の保護者

補助金…学校・保育所の給食費全額

結 婚 祝 金
対　象…�結婚時どちらかの生活基盤が本村にあり、永住を誓う男女のカップル

祝　金…1 カップル 15 万円

出 産 祝 金・
入 学 祝 金・
育 児 手 当

対　象…�就学前の乳幼児を養育する村民の方　　入学祝金については平谷小学校へ入学する場合に限る
　　　　出産日の属する翌月より小学校へ入学する日の前月までに適用する

祝金等◇出産祝金 …… 子供 1 人につき 20 万円
　　　　入学祝金 …… 在村月数　×　2,000 円（就学時支給）
　　　　育児手当金 … 月額 1,500 円

農 山 村 親 子
留 学 助 成 金
等 交 付

①引　越　　費用の 1/2 助成　　　　上限額 150,000 円
②家電品　　購入費用の 1/2 助成　　上限額 150,000 円
③住宅家賃　子 1 人 20％、子 2 人 30％、子 3 人 50％の減免

※�村民とは『本村に住民票を有し、生活の本拠を村内に置き、村や自治会行事等に参加し、且つ永住が見込まれる方及び村税等
を滞納していない方』。

※詳しい内容は総務課までお問い合わせください。

●令和８年４月１日より、「在宅福祉事業等負担金給付制度」は廃止となりました。

平谷村　過疎対策制度のご案内◇◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇◇
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総 　 務 　 課

総務課長
（議会事務局長）

塚田　伸治
総務課全般

課 長 補 佐 阿部　清彦 税務、広域、ふるさと納税、広報、選挙、表彰、公共交通、CATV

主 査 安東　孝一 議会、財政、企画

主 事 滝澤　美花 窓口、受付、統計、庶務、給与共済、会計補助

主 任 伊東　啓甫 消防・防災、自主防災組織、自衛隊関係、ＤＸ関係、財政補助

会計室
会 計 管 理 者 塚田　伸治 会計全般

調 整 幹 村松　啓伸 総務課・会計全般補助、監査補助

住 　 民 　 課

住民課長
（�社協事務局長）

塚田　賢一
住民課全般
民生児童委員会

主 事 畑中　悠樹 国保、後期高齢、直診、年金関係

主 事 鈴木　篤志 厚生、環境衛生、上下水道、戸籍・住基、ＤＸ関係

保 健 師 平栗美由紀 保健師、保健予防、介護保険

（地域包括支援センター管理者）

会計年度任用職員 米村　ゆみ 栄養士、健康づくり、給食補助、消費行政

診 療 所 長 佐藤　　健 診療所医師

産 業 建 設 課

産業建設課長
相田　一弘
産業建設課全般
農政・林務
農業委員会

主 事 川上　修平 土木、建築、農政・林務・商工観光補助

主 事 宮澤　　宏 商工観光、漁組

会計年度任用職員
末吉　夏子・山辺　　俊・坂野　充孝 地域おこし協力隊（農業）

曽我　昂樹 地域おこし協力隊（林業）

平谷村役場事務分担表
令和 8 年 4 月 1 日現在

自治会 自治会長 戸数 伍長 自治会担当者

新　町 西川　直貴 24 6 阿部　清彦 高見　英章

西　町 宮澤　　敬 19 4 川上　修平 宮澤　　宏

中　町 塚田　富彦 11 4 （兼）塚田伸治 畑中　悠樹

向　町 村澤　由利 24 2 塚田　賢一 （兼）鈴木篤志

旭　町 市原　哲也 30 6 原　　竜二 鈴木　篤志

入　川 塚田　伸治 8 8 塚田　伸治 （兼）畑中悠樹

中　平 川上　　保 38 6 村松　啓伸 滝澤　美花

柳　平 川上　金司 20 5 相田　一弘 伊東　啓甫

平　松 荒河　　剛 11 3 安東　孝一 （兼）伊東啓甫

うつぼ 山口　　章 4 4 （兼）安東孝一

計 10 189 48

令和８年度 自治会長（担当者）名簿
令和 8 年 4 月 1 日現在

副　村　長 塚田　　浩

村　　　長 西川　清海

教　育　長 鬼頭さおり

教 育 委 員 会

教育委員会次長
（保育所長）

原　　竜二
教育全般
移住・こども関係

（公民館長：教育長）

主 事 高見　英章 義務教育、社会教育、公民館、保育所、子ども関係、児童手当、移住定住
主 任 保 育 士 熊谷　貴子
保 育 士 笹原　悠衣

会計年度任用職員

日根野  健一・清水　美紀 小学校講師
滝澤  千保美 学校支援員
小池　晶子 給食調理員

広瀬　真菜・武智　亮太・根本　莉緒 地域おこし協力隊（教育）
西岡　資裕・室谷　拓馬 集落支援員
甲田　　恵・沖地　美波 地域おこし協力隊（保育所）

令和８年度  平谷村消防団編成表
（令和８年４月１日～令和９年３月31日） 令和８年４月１日現在

第一分団 分団長 塚田　利幸

第一班

班　　長 西川　直貴

畑中　悠樹 高見　英章 長崎　慎平

西町詰所 班　員 濱田　悠樹 甲田　　守 林　　圭介

塚田　魁惺 西垣　風馬

第二班

班　　長 安東　孝一

川上　修平 沖地健太郎 林　　直秀

中平防災倉庫 班　員 武智　亮太 竹内佑太朗 三沢　　晃

曽我　昂樹 坂野　充孝

第三班

班　　長 塚田　利幸

旭町詰所 班　員
鈴木　篤志 川上　武利 室谷　拓馬

宮澤　　宏 川上　　翔 川上　莉央

第四班

班　　長 市原　哲也

平松詰所 班　員
山口　博彰 山口　智滉 吉田　紳悟

小林　雄介 山辺　　俊 西岡　資裕

本　　部 団　長 川上　英智

副団長 宮澤　友希

本部長・旗手（分団長） 税所　裕貴

消防主任 伊東　啓甫
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平
成
18
年
か
ら
４
期
16
年
に
亘

り
村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、地

方
自
治
の
発
展
と
平
谷
村
の
活
性

化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

滝
澤
　
嗣
男 

氏

叙
勲

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
單
光
章
を

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た

宮
澤
　
　
宏

根
本
　
莉
緒

役
場
新
人
職
員
紹
介

役
場
新
人
職
員
紹
介

宏
と
申
し
ま
す
。生
ま
れ
も
育
ち

も
名
古
屋
で
す
が
、平
谷
村
に
は

子
供
の
頃
か
ら
夏
休
み
や
お
正
月

に
遊
び
に
来
て
お
り
、楽
し
い
思

い
出
の
多
い
場
所
で
す
。そ
の
平

谷
村
で
新
生
活
を
始
め
る
に
あ
た

り
、当
初
は
期
待
と
不
安
が
半
々

で
し
た
が
、職
場
の
皆
さ
ん
や
ご

近
所
の
方
た
ち
が
と
て
も
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、不
安

な
気
持
ち
は
軽
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
役
場
職
員
と
し

て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ま
す
。茨
城
県
常
陸
太
田
市
出

身
で
、「
食
育
の
推
進
と
食
の
魅

力
化
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、ひ
ら

ひ
ら
平
谷
や
、給
食
に
関
わ
る
業

務
に
携
わ
り
ま
す
。特
産
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
季
節
ご
と
の
行
事
な

ど
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
生
活
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
指

導
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、平

谷
村
役
場
・
産

業
建
設
課
に
入

り
ま
し
た
宮
澤

　

４
月
付
で
地

域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任

し
た
根
本
と
申

り
ま
し
た
高
見
英
章
で
す
。自
分

の
暮
ら
す
こ
の
村
で
働
か
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

一
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
仕
事
を
覚
え
、貢

献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、私
は
体
を
動
か
す
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
す
。村
民

の
皆
様
と
体
を
動
か
せ
る
機
会
を

つ
く
り
、健
康
で
過
ご
せ
る
村
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

阿
南
町
立
新

野
小
学
校
よ
り

赴
任
い
た
し
ま

し
た
、平
野
珠

美
と
申
し
ま

　

岡
谷
北
部
中

学
校
よ
り
赴
任

い
た
し
ま
し

た
、芳
賀
竜
一

と
申
し
ま
す
。

　

永
明
小
学
校

よ
り
着
任
い
た

し
ま
し
た
北
澤

洋
一
と
申
し
ま

す
。
４
月
か
ら

下
伊
那
地
域
の
学
校
に
赴
任
す
る

の
は
今
回
が
初
め
て
に
な
り
ま

す
。新
し
い
環
境
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、平
谷

小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
や
平

谷
村
の
方
々
、平
谷
村
の
自
然
と

関
わ
り
な
が
ら
過
ご
せ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
野
　
珠
美

芳
賀
　
竜
一

【
校
長
】
北
澤
　
洋
一

学
校
新
任
職
員
紹
介

学
校
新
任
職
員
紹
介

す
。平
谷
村
の
澄
ん
だ
空
気
や
水
、

広
が
る
青
空
、豊
か
な
自
然
の
中

で
育
つ
平
谷
小
学
校
の
児
童
一
人

ひ
と
り
の
健
や
か
な
成
長
を
保
健

室
か
ら
支
え
て
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、私
自
身
も
少
し
ず
つ
平

谷
村
に
つ
い
て
知
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
谷
村
の
村
民
と
な
り
、自
然
豊

か
で
あ
た
た
か
な
こ
の
村
で
生
活

で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。ま
ず
は
地
域
の
こ
と
を
知

り
、皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。13
名
の
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
や
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
に
寄

り
添
い
、と
も
に
挑
戦
し
、成
長

で
き
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、平

谷
村
役
場
に
入

庁
、教
育
委
員

会
に
配
属
と
な

高
見
　
英
章

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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税
金
・
料
金

　
　
　
　
　
　

  　

納
期
月

村
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
）

介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

農
業
集
落
排
水
使
用
料

水
道
使
用
料

住
宅
使
用
料

教
員
住
宅
使
用
料

土
地
敷
地
料

清
掃
料
金
（
し
尿
）

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料

口座振替日
（自動引落）

毎月末日
再振替日／
翌月 15 日

※�振替日が土日
祝日の場合は
翌営業日

4月 1 期 1 期 1 期 1 期 4 月 30 日 ㈭

5月 1 期 2 期 2 期 2 期 6 月 1 日 ㈪

6月 1 期 3 期 1 期 3 期 3 期 1 期 6 月 30 日 ㈫

7月 2 期 4 期 1 期 4 期 4 期 7 月 31 日 ㈮

8月 2 期 5 期 2 期 5 期 5 期 8 月 31 日 ㈪

9月 6 期 3 期 2 期 6 期 6 期 随時 9 月 30 日 ㈬

10月 3 期 7 期 4 期 7 期 7 期 11 月 2 日 ㈪

11月 8 期 5 期 8 期 8 期 11 月 30 日 ㈪

12月 3 期 9 期 6 期 3 期 9 期 9 期 1 月 4 日 ㈪

1月 4 期 10 期 7 期 10 期 10 期 2 月 1 日 ㈪

2月 4 期 随時 8 期 11 期 11 期 3 月 1 日 ㈪

3月 随時 9 期 4 期 12 期 12 期 1 期 3 月 31 日 ㈬

こんなに便利

・指定した預貯金口座から、振替日に自動引き落としされます。
・納期のたびに金融機関などへ行く必要がありません。
・一度手続きをすれば、毎年継続されます。
・納付確認は、通帳記帳によりできます。

申し込み手続き ・口座振替申込書を役場もしくは金融機関に提出して下さい。
・必要なもの　預貯金通帳、届出印、村税等の納付書

取扱金融機関 ・八十二長野銀行　　・みなみ信州農業協同組合
・飯田信用金庫　　　・ゆうちょ銀行・郵便局　　　以上の本支店

口座振替の注意

※�水道及び農業集落排水使用料は公営企業移行に伴い、みなみ信州農業協同組合のみの
　取扱いになりました。
・口座の預金が不足している場合は振替ができません。
・口座振替の開始は手続きした翌月分からになります。

税金・料金は納期限までに納めましょう
令和 8 年度 村税等の納期一覧

便
利
な
口
座
振
替
で
納
め
ま
せ
ん
か
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制度の内容 保護者の保育要件（就労等）を問わずに、月一定時間まで時間単位で保育施設等を利用でき
る制度です。

対象となる
お子さん

次のすべてに該当するお子さんが対象です
（1）生後 6か月～満 3歳未満のお子さん。
（2）�保育所、認定こども園、地域型保育事業所及び企業主導型保育事業所等に在籍していな

いお子さん。

利用時間
お子さん 1人当たり月 10時間を上限に利用可能です。
※各月の上限であり、未利用時間があっても翌月以降に繰り越すことはできません。
※複数施設を利用される場合でも、合計 10時間が上限となります。

実施施設 平谷村保育所（月〜金　午前９時から 11時まで）
※定員は１名のみ、行事等の場合には利用できない日もあります。

利用料金 1 時間当たり 300円を徴収します。

利用申請は「つうえんポータル」にアクセスし、利用したい市町村を選択して利用申請をしてください。
https://www.daretsu.cfa.go.jp/

ご不明な点は平谷村教育委員会にお問い合わせ下さい。

利 用 方 法

❶ 利用申請
「つうえんポータル」により利用申請を行ってください。
※�「つうえんポータル」は、こども家庭庁が運用する、「こども誰でも通園制度」の実施施設
への利用予約等を行うシステムです。

❷ 認定完了メール 村で利用認定後、「アカウント発行のお知らせ」という件名の メールが届きます。

❸ パスワードの登録 メール内に記載されているURLをクリックし、パスワードのリセット申請を行ってください。

❹ 利用者（保護者）・児童の情報の登録

「つうえんポータル」にログインし、利用者（保護者）・お子さまの情報の登録をおこなってく
ださい。
※�入力した情報は、初回面談をお申し込みされた事業所・利用される事業所と情報共有され
ますので、ご了承ください。

❺ 初回面談申し込み 利用を希望する施設に初回面談の申し込みをおこなってください。日程調整のため、施設か
ら電話連絡があります。施設からの連絡をもって面談日時確定となります。

❻ 利用予約 面談をおこなった施設で時間を選択し、利用予約をおこないます。

❼ 利用料お支払い 利用した施設で利用料を支払います。

▼普通救命講習Ⅰ（主に成人に対する処置を学びます）

▼普通救命講習Ⅲ（主に乳児、小児に対する処置を学びます）

救命講習受講者募集

令和８年 ５月 31日㈰ 午前９時から正午まで 定員：15名
令和 8年 ７月 26日㈰ 午前９時から正午まで 定員：15名
令和 9年 3月 7日㈰ 午前９時から正午まで 定員：15名

令和 9年 1月 31日㈰ 午前９時から正午まで 定員：15名

▼対象　中学生以上
　　　　＊普及員養成講習は 18 歳以上
▼会場　飯田広域消防本部３階 大会議室
　　　　（飯田市東栄町 3345 番地）
▼受付期間　講習当日の４日前まで
▼受講料　無料

▼申し込み
　最寄りの消防署・分署（申し込み書があります）
▼問い合わせ
　飯田消防署救急係 0265-22-0119　もしくは
　�最寄りの消防署・分署にお問い合わせをお願いし

ます。

こども誰でも通園制度がはじまります
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長
野
県
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を

活
用
し
「
向
日
葵
の
生
産
及
び
こ
れ

を
利
用
し
た
事
業
」
を
平
谷
村
観
光

協
会
が
主
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。本
事
業
に
つ
い
て
種
撒
き
や

勉
強
会
な
ど
村
内
企
業
並
び
に
村
民

の
か
た
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、ひ
ま
わ
り
の
活
用
に

焦
点
を
置
き
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
種

を
収
穫
し
油
を
搾
取
す
る
な
ど
集
客

だ
け
で
は
な
く
新
し
い
特
産
物
の
生

産
に
む
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、10
月
に
行
わ
れ

た
、春
日
井
ま
つ
り
に
長
野
県

産
の
野
菜
や
信
州
平
谷
温
泉
の

お
や
き
と
と
も
に
ひ
ま
わ
り
油

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

通
常
時
は
温
泉
市
場
に
お
い

て
販
売
も
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
購
入
く
だ
さ
い
。ま
た
、今

後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、こ
の

油
を
使
っ
た
化
粧
品
開
発
な
ど

の
お
声
か
け
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
と
と

も
に
ひ
ま
わ
り
咲
く
明
る
い
村

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
す
。

長野県発元気づくり支援金事業


